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   
近年の女性の社会進出・高学歴化など女性を
取り巻く環境の変化に伴う結婚・家族に対する







































Literature Review of Preparedness in Families
who Including a Elderly Primipara
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 
高年初産婦の家族は､ 妊娠・出産の経過をたどる中で､ 壮年期における出産・育児に伴う課題や高年であることによっ
て生じる身体的な課題､ 心理的な課題など､ 若い家族とは異なる特徴的な課題を持っている｡ それらの課題を解決し､
新たに児を迎え入れ､ 新しい家族へと移行していくために必要な､ 高年初産婦の家族ならではの準備性とはどのような
ものかを文献検討を通して明らかにした｡
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｢高年初産婦｣ ｢家族｣ ｢準備｣ ｢準備性｣ ｢親準
備性｣ ｢母性準備性｣ ｢レディネス｣ ｢家族形成｣
｢家族形成期｣ をキーワードとして､ 海外の文
献については､ CINAHL及びMEDLINEを用いて､




























































ていること｣ と定義している｡ また､ 親準備性
として､ 井上ら25)は､ ｢望ましい親行動の遂行に




合､ 家事労働､ 介護を含む親としての資質､ お
よびそれが備わった状態｣ と定義している｡











｢状況｣ とは､ 広辞苑によれば ｢その場の､
またはその時のありさま｡ ある人を取りまく社
会的・精神的・自然的なありかたのすべてをい
う｡ 様子｡ 情勢｡｣ である｡ 既存の研究におい
ては､ 土岐24)が､ 統合失調症患者を対象とした



































































































































































































明らかにしている｡ また､ 森36)は､ 高年初産婦
のサポート体制として､ 夫・実母との関係性は
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